










要約:1.川崎市内の妊産婦の生活状況について調査した結果,つぎのことが解った。 

①専門学校卒業以上の高学歴者が半数以上を占めているが,妊娠,分娩を契機に専業主婦は

増加し,9 割が育児に専念している。②居住歴は浅く,集合住宅居住者が多いにもかかわら

ず近所に気軽に声を掛けあう知人の少ないものが多い。③夫の帰宅時間は遅く，朝夕とも

別べつに食事をしているものは 5人に 1人いる。④出産後育児不安や自分の時間が取れな

い等で困ったことのあるものは 7割である。 

2.孤立化や育児不安を解消する場として,育成した母子グループでは経験交流や体験学習

等参加者主体の活動が中心となっている。 

3.保健所で受理した電話相談内容を分析した結果,育児不安の受け皿として,電話相談がか

なり機能していることが解った。孤立化や育児不安に答える相談システムを確立し保健所

の母子保健活動の中で体系的に位置付ける必要がある。 


